もう 十日、 歯が いたい。 右 頰に氷 をのせ、 ズ ルフォ 

ン剤 をのんで、 ねて いる。 ねて いたくな いの だが、 氷 

をのせ ると、 ねる 以外に 仕方がない。 ねて 本 を 読む。 

太 宰の本 を あらかた 読み かえした。 

ズ ルフォ ン剤を 三 箱 カラに したが、 痛みが とまらな 

い。 是非な く、 医者へ 行った。 一向に ハカ バカ しく 行 

ゝ 、 o 

力な レ 

「ハ ァ、 たいへん、 よろしい。 私の 申 上げる こと も、 

ズル フォン 剤 をのんで、 氷囊を あてる、 それだけです。 

それが 何より、 よろしい」 

こっち は、 それだけ では、 よろし くないの である。 



「今に、 治る だろうと 思います」 

この 若い 医者 は、 完璧な 言葉 を 用いる。 今に、 治る 

だろうと 思います、 か。 医学 は 主観的 認識の 問題で あ 

るか、 薬物の 客観的 効果の 問題で あるか。 ともかく、 

こっち は、 歯が 痛い の だよ。 

原子 パク ダンで 百万 人 一 瞬に たゝ きつぶ した つ て、 

たった 一 人の 歯の 痛みが とまら なきや、 なにが 文明 だ 

い。 バカャ 口 ー。 

女房が ズ ル フォン 剤の ガラス ビン を 縦に 立てようと 

して、 ガチャ リと 倒す。 音響が、 とびあがる ほど、 ひ y 

くので ある。 



「コ ラ、 バカ 者！」 

「 ァ ，- のガラ スビ ンは立 てること がで きる のよ」 

先方 は、 曲芸 をた のしんで いるので ある。 

「ォ マエ サン は、 バカ だから、 キ ライ だよ」 

女房の 血相が 変る。 怒り、 骨髄に 徹した ので ある。 

こ つち は 痛み 骨髄に 徹して いる。 

グサリ と 短刀 を頰 へつき さす。 エイと えぐる。 気持 

よきに あらず や。 ノドに グリグリが できて いる。 そこ 

が、 うずく。 耳が 痛い。 頭の シン も、 電気の ように ヒ 

リ ヒリす る。 

クビ をく くれ。 悪魔 を 亡ぼせ。 退治せ よ。 すゝ め。 



たった 一人、 銀座 出版の 升 金 編輯 局長と いう 珍妙な 

人物が、 同情 をよ せて くれた。 

「ゥ ム、 安吾さん よ。 まさしく、 歯 は 痛い もんじ やよ- 

歯の 病気と 生殖器の 病気 は、 同類項の 陰鬱 じ や」 

うまい こと を 言う。 まったく、 陰に こもって いる。 

して みれば、 借金 も 同類項だろう。 借金 は 陰鬱なる 病 

気 也。 不治の病い 也。 これ を 退治 せんとす る も、 人力 

の 及ぶべからず。 あ、、 悲し、 悲し。 

歯痛 を こらえて、 ニッ コリ、 笑う。 ちっとも、 偉く 

ねえ や。 この バカャ 口 ー。 

ああ、 歯痛に 泣く。 蹴とば すぞ。 この バカ 者。 



死なない 葬式が、 ある もんか。 

檀は 太宰と 一 緒に 共産党の 細胞と やらいう 生物 活動 

をした ことがあ るの だ。 そのと き太宰 は、 生物の 親分 

格で、 檀 一 雄の 話に よると 一 団 中で 最も マジ メな 党員 

だ つたそう である。 

「とびこんだ 場所が 自分の ゥチの 近所 だから、 今度 は 

ほんと に 死んだ と 思った」 

檀 仙人 は 神 示 を たれて、 又、 曰く、 

「また イタ ズラ しました ね。 なに かしら イタ ズラ する 

です。 死んだ 日が 十三 日、 グッド バイが 十三 回目、 な 

ん とか、 なんとか、 V、 十三 …… 」 



檀 仙人 は 十三 を ズラリ と 並べた。 てんで 気がついて 

いなかつ たから、 私 は 呆気に とられた。 仙人の 眼力で 

ある。 

太 宰の死 は、 誰より 早く、 私が 知った。 まだ 新聞へ 

でない うちに、 新潮の 記者が 知らせに 来たので ある。 

それ をき くと、 私 はた > ちに 置 手紙 を 残して 行方 をく 

らました。 新聞、 雑誌が 太宰 のこと で 襲撃す ると 直覚 

に 及んだ からで、 太宰 のこと は 当分 語りたくない から、 

と 来訪の 記者 諸氏に 宛て、 書き残して、 家 をで たので 

ある。 これが マチ ガイの 元であった。 

新聞記者 は 私の 置 手紙の 日附が 新聞記事よりも 早い 



有っても、 い、 ではない か。 本当の 自殺よりも、 狂言 

自殺 をた くらむ だけの イタ ズラ がで きたら、 太 宰の文 

学 はもつ と 傑れた ものに なった ろうと 私 は 思って いる。 

ブランデン 氏 は、 日本の 文学者 どもと 違って 眼識 あ 

る 人で ある。 太宰の 死に ふれて (時事 新報) 文学者が 

メラン コ リイ だけで 死ぬ の は 例が 少ぃ、 たいがい 虚弱 

から 追い つめられる もので、 太宰の 場合 も 肺病が 一因 

ではない か、 という 説であった。 



芥川 も、 そうだ。 支那で 感染した 梅毒が、 貴族 趣味 

のこの 人 を ふるえあがらせた ことが 思い やられる。 

芥川ゃ 太宰の 苦悩に、 もはや 梅毒 や 肺病からの 圧迫 

が 慢性と なって、 無自覚に なって いたと しても、 自殺 

への コー スを ひらいた 圧力の 大きな ものが、 彼らの 虚 

弱であった こ と は 本当 だ と 私 は 思う。 

太宰 は、 M • c、 マイ • コ メジ アン、 を 自称し なが 

ら、 どうしても、 コ メジ アンに なりきる ことが、 でき 

なかった。 

晚 年の もので は、 —— どうも、 いけない。 彼 は 「晚 

年」 という 小説 を 書いて る もんで、 こん ぐら かって、 



いけない よ。 その 死に 近き ころの 作品に 於て は (舌が 

まわらん ネ) 「斜陽」 が 最もす ぐれて いる。 然し 十 年 前 

の 「魚 服 記」 (これ ぞ晚 年の 中に あり) は、 すばらしい 

じ やない か。 これ ぞ、 M-C の 作品です。 「斜陽」 も、 

ほゾ、 M . C だけれ ども、 どうしても M . C になり き 

れ なかつ たんだね。 

「父」 だの 「桜桃」 だの、 苦しい よ。 あれ を 人に 見せ 

ちゃ ァ、 いけな いんだ。 あれ はフッ カヨ ィの 中に だけ 

あり、 フッ カヨ ィの 中で 処理して しまわなければ いけ 

ない 性質の もの だ。 

フッ カヨ ィの、 もしくは、 フッ カヨ ィ 的の、 自責 や 



追悔の 苦し さ、 切な さ を、 文学の 問題に しても いけな 

いし、 人生の 問題に しても いけない。 

死に 近き ころの 太宰 は、 フッ カヨ ィ的 でありす ぎた。 

毎日が いくら フッ カヨ ィ であるに しても、 文学が フッ 

カヨ ィじ や、 いけない。 舞台に あがった M • C にフッ 

カヨ ィは 許されな いの だよ。 覚醒剤 をのみ すぎ、 心臓 

が パク ハツしても、 舞台の 上の フッ カヨ ィ はくいと め 

なければ いけない。 

芥川 は、 ともかく、 舞台の 上で 死んだ。 死ぬ 時 も、 

ちょ ッと、 役者だった。 太宰 は、 十三の 数 を ひねくつ 

たり、 人間 失格、 グッド バイと 時間 を かけて 筋 をた て、 



「そういう 話 は 今のう ちに やって しまえ。 織 田夫 人が 

きたら、 や るん じ やない よ」 

と 私が 言う と、 

「そうだ、 そうだ、 ほんとう だ」 

と、 間髪を入れず、 大声で アイ ヅチを 打った のが 太 

宰 であった。 先輩 を 訪問す るに 袴 を はき、 太宰 は、 そ 

ういう 男で ある。 健全に して、 整然たる、 本当の 人間 

であった。 

然し、 M . C になれ ず、 どうしても フッ カヨ ィ 的に 

なりが ちであった。 

人間、 生きな がらえば 恥 多し。 然し、 文学の M • C 



に は、 人間の 恥 は あるが、 フッ カヨ ィの恥 はない。 

「斜陽」 に は、 変な 敬語が 多すぎる。 お 弁当 をお 座敷 

に ひろげて 御 持参の ウイ スキ ー をお 飲みに なり、 と 

いった グ アイに、 そうかと 思う と、 和 田 叔父が 汽車に 

のる と上キ ゲンに 謡 をうな る、 というよ うに、 いかに 

も 貴族の 月並な 紋切 型で、 作者と いう もの は、 こんな 

ところに 文学の まことの 問題 はない の だから 平気な 害 

なのに、 実に、 フッ カヨ ィ 的に 最も 赤面す るの が、 こ 

ういう ところな ので ある。 

まったく、 こんな 赤面 は 無意味で、 文学に とって、 

とる にも ay らぬ こと だ。 



彼の 小説に は、 初期の ものから 始めて、 自分が 良家 

の 出で ある ことが、 書かれす ぎている。 

そのく せ、 彼 は、 亀 井 勝 一郎が 何 かの 中で 自ら 名門 

の 子弟 を 名乗ったら、 ゲッ、 名門、 笑わせるな、 名門 

なんて、 ィャな 言葉、 そう 言った が、 なぜ、 名門が お 

かしい のか、 つま リ太宰 が、 それに コダ ヮッ ている の 

だ。 名門のお かし さが、 すぐ 響く の だ。 志賀直 哉のお 

殺し も、 それが 彼に ひ y く 意味が あつたの だろう。 

フロイドに 「誤謬の 訂正」 という ことがある。 我々 

が、 つい 言葉 を 言い まちがえたり すると、 それ を 訂正 

する 意味で、 無意識の うちに 類似の マチ ガイ を やって、 



を 負わせる の は正理 ではない。 たしかに、 彼が、 安易 

であった せいで ある。 

M • C になる に は、 フッ カヨ ィを 殺して か、 る 努力 

がいる が、 フッ カヨ ィの 嘆きに 溺れて しまう に は、 努 

力が 少く てす むの だ。 然し、 なぜ、 安易で あつたか、 

やっぱり、 虚弱に 帰す るべき であるか も 知れぬ。 

むかし、 太宰が ニヤ リと 笑って 田中英 光に 教訓 をた 

れた。 ファン • レタ— に は、 うるさがらずに、 返事 を 

かけよ、 オト クイ サマ だからな。 文学者 も 商人 だよ。 

田 中英光 はこの 教訓に したがって、 せっせと 返事 を 書 

くそう だが、 太宰 がせ ッ せと 返事 を 書いた か、 あんま 



り 書き もしな かろう。 

しかし、 ともかく、 太宰が 相当 ファンに サ— ビスし 

ている こと は 事実で、 去年 私のと ころへ 金 沢 だか どこ 

かの 本屋の オヤ ジが、 画帖 (だか、 どう だか、 中 を あ 

けて みなかった が、 相当 厚みの ある ものであった) を 

送って よこして、 一筆 かいて くれと いう。 包み を あけ 

ずに、 ほッ たら かしてお いたら、 時々 サイ ソク がきて、 

そのうち、 あれ は 非常に 高価な 紙 をムリ して 買った も 

ので、 もう 何々 さん、 何々 さん、 何々 さん、 太宰 さん 

も 書いて くれた、 余 は汝坂 口先 生の 人格 を 信用して い 

る、 というよ うな 変な ことが 書いて あった。 虫の 居 ど 



彼ら は、 舞台の 上の M • C になり きる 強靭 さが 欠けて 

いて、 その 弱さ を 現世 的に おぎなうよう になった の だ 

ろうと 私 は 思う。 

結局 は、 それが、 彼ら を、 死に 追い やった。 彼らが 

現世 を突ッ ばねて いれば、 彼ら は、 自殺 はしなかった。 

自殺した かも、 知れぬ。 然し、 ともかく、 もっと 強靭 

な M . C となり、 さらに 傑れた 作品 を 書いた であろう。 

芥川 にしても、 太宰 にしても、 彼らの 小説 は、 心理 

通、 人間 通の 作品で、 思想 性 は 殆どない。 

虚無と いう もの は、 思想で はない ので ある。 人間 そ 

の ものに 附属した 生理的な 精神 内容で、 思想と いう も 



の は、 もっと バ 力な、 ォッ チョコ チヨ ィな もの だ。 キ 

リスト は、 思想で なく、 人間 そのもの である。 

人間性 (虚無 は 人間性の 附属 品 だ) は 永遠 不変の も 

ので あり、 人間 一般の ものであるが、 個人と いう もの 

は、 五十 年し か 生きられない 人間で、 その 点で、 唯一 

の 特別な 人間で あり、 人間 一般と 違う。 思想と は、 こ 

の 個人に 属する もので、 だから、 生き、 又、 亡びる も 

ので ある。 だから、 元来、 ォッ チョコ チヨ ィ なので あ 

る。 

思想と は、 個人が、 ともかく、 自分の 一 生 を 大切に、 

より 良く 生きよう として、 工夫 を こらし、 必死に あみ 



が 冷然、 白眼視、 青く さい 思想 や 人間 どもの 悪 ァガキ 

を 冷笑して、 フッ カヨ ィ 的な 自虐 作用 を 見せる たびに、 

カツ サイして いたので ある。 

太宰 はフッ カヨ ィ的 では、 ありた くないと 思い、 もつ 

とも それ を咒 つていた 害 だ。 どんなに 青く さくても 構 

わない、 幼稚で もい、、 よりょく 生きる ために、 世間 

的な 善行で もなんでも、 必死に 工夫して、 よい 人間に 

なりたかった 害 だ。 

それ を させなかった もの は、 もろもろの 彼の 虚弱 だ。 

そして 彼 は 現世の ファンに 迎合し、 歴史の 中の M • C 

にならずに、 ファン だけの ための M • C になった。 



「人間 失格」 「グッド バイ」 「十三」 なんて、 いやらし 

い、 ゲッ。 他人が それ を やれば、 太宰は 必ず、 そう 言 

う 害で はない か。 

太宰が 死に そこなって、 生き かえったら、 いずれ は 

フッ カヨ ィ 的に 赤面 逆上、 大 混乱、 苦悶の ァ ゲク、 「人 

間 失格」 「グッド バイ」 自殺、 ィャ らしい、 ゲッ、 そう 

いう もの を 書いた にき ま つてい る。 

太宰 は、 時々、 ホン モノの M-C になり、 光り か 、\ 



やくような 作品 を かいている。 

「魚 服 記」、 「斜陽」、 その他、 昔の ものに も、 いくつと 

なく あるが、 近年の もので も、 「男女同権」 とか、 「親 

友 交驩」 のよう な 軽い もので も、 立派な もの だ。 堂々、 

見 あげた M . C であり、 歴史の 中の M . C ぶりで ある。 

けれども、 それが 持続が できず、 どうしても フッカ 

ョィの M . C になって しまう。 そこから 持ち直して、 

ホン モノの M-C に、 もどる。 又、 フッ カヨ ィの M • 

C にも どる。 それ を 繰り かえして いたよう だ。 

然し、 そのたび に、 語り 方が 巧くな り、 よい 語り手 

になって いる。 文学の 内容 は 変って いない。 それ は 彼 



が 人間 通の 文学で、 人間性の 原本 的な 問題の み 取り 

扱って いるから、 思想 的な 生成 変化が 見られな いので 

ある。 

今度 も、 自殺 をせ ず、 立ち直って、 歴史の 中の M . 

C にな リか えったなら、 彼 は 更に 巧みな 語り手と なつ 

て、 美しい 物語 をサ— ビスした 害であった。 

だいたいに、 フッ カヨ ィ的 自虐 作用 は、 わかり 易い 

もの だから、 深刻ず きな 青年の カツ サイ を 博す の は 当 

然 であるが、 太宰 ほどの 高い 孤独な 魂が、 フッ カヨ ィ 

の M . C に ひきずられが ちで あつたの は、 虚弱の 致す 

ところ、 又、 ひとつ、 酒の 致す ところで あつたと 私 は 



とじ や、 ないです よ。 太宰 は、 魔法つ かいに 失格せ ず 

に、 人間に 失格した です。 と、 思い こみ 遊ばした です。 

もとより、 太宰 は、 人間に 失格して は、 いない。 フ 

ッ カヨ ィに 赤面 逆上す る だけで も、 赤面 逆上し ない ャ 

ッ バラよりも、 どれぐ らい、 マツ トウに、 人間的で あつ 

たか 知れぬ。 

小説が 書け なくなつ たわけで もない。 ちょ ッと、 一 

時 的に、 M . C になり きる 力が 衰えた だけの こと だ。 

太宰 は、 たしかに、 ある 種の 人々 にと つて は、 つき 

あいにくい 人間であった ろう。 

たとえば、 太宰は 私に 向って、 文学界の 同人に つい 



火 こ 由-:,, こ。 

料理 用の 酒に は、 フッ カヨ ィ はない ので あるが、 魔 

術 用の 酒に は、 これが ある。 精神の 衰弱 期に、 魔術 を 

用いる と、 淫 しがち であり、 え、、 ま、 よ、 死んでも 

い、 やと 思いが ちで、 最も 強烈な 自覚症状 として は、 

もう 仕事 もで き なくなった、 文学 もィャ になった、 こ 

れが、 自分の 本音の ように 思われる。 実際 は、 フッカ 

ョィの 幻想で、 そして、 病的な 幻想 以外に、 もう 仕事 

がで きない、 という 絶体絶命の 場 は、 実在 致して はお 

らぬ。 

太宰 のよう な 人間 通、 色々 知りぬ いた 人間で も、 こ 



酔っ払って いたよう だ。 十三 日に 死ぬ こと は、 あるい 

は、 内々 考えて いたか も 知れぬ。 ともかく、 人間 失格、 

グッド バイ、 それで 自殺、 まァ、 それとなく 筋 は 立て、 

おいた のだろう。 内々 筋 は 立て、 あっても、 必ず 死な 

ねばならぬ 害で もない。 必ず 死なねば ならぬ、 そのよ 

う な 絶体絶命 の 思 想と か、 絶体絶命 の 場と いう ものが、 

実在す る もので はない ので ある。 

彼の フッ カヨ ィ的 衰弱が、 内々 の 筋 を、 次第に ノッ 

ピキ ならない ものにした のだろう。 

然し、 スタ コラ. サッ ちゃんが、 ィャ だと 云えば、 

実現 はする 害がない。 太 宰がメ チヤく 酔って、 言い 



だして、 サッ ちゃんが、 それ を 決定的に したので あろ 

、つ。 

サッ ちゃん も、 大酒飲みの 由で あるが、 その 遺書 は、 

尊敬す る 先生のお 伴 を させて いた y くの は 身に あまる 

幸福です、 というよ うな 整った もので、 一向に 酔った 

跡 はない。 然し、 太宰の 遺書 は、 書体 も 文章 も 体 をな 

して おらず、 途方もない 御 酩酊に 相違な く、 これが 自 

殺で なければ、 ァレ、 ゆうべ は、 あんな こと を やった 

か、 と、 フッ カヨ ィの 赤面 逆上が あると ころ だが、 自 

殺と あって は、 翌朝、 目が さめない から、 ダメ である。 

太宰の 遺書 は、 体 をな していな すぎる。 太宰の 死に 



ちかい ころの 文章が、 フッ カヨ ィ的 であっても、 とも 

かく、 現世 を 相手の M • C であった こと は、 たしか だ。 

もっとも、 「如是我聞」 の 最終回 (四 回目 か) は、 ひど 

い。 こ、 にも、 M • C は、 殆どい ない。 ある もの は、 

グチ である。 こういう もの を 書く ことによって、 彼の 

内々 の 赤面 逆上 は 益々 ひどくな リ、 彼の 精神 は 消耗し 

て、 ひとり、 生きぐ るし く、 切なかった であろうと 思 

う。 然し、 彼が M • C でなくなる ほど、 身近 かの 者 か 

ら カツ サイが 起り、 その 愚か さ を 知りながら、 ゥンザ 

リ しつ、、 カツ サイの 人々 をめ あてに、 それに 合わせ 

て 行ったら しい。 その 点で は、 彼 は 最後まで、 M-C 



ではあった。 彼 を とりまく 最もせ まい サ ー クル を 相手 

こ o 

彼の 遺書に は、 そのせ まい サ ー クル 相手の M • C す 

らもない。 

子供が 凡人で も カン ベンして やってくれ、 という。 

奥さんに は、 あなたが キ ライで 死 ぬん じゃあり ません、 

と ある。 井伏さん は 悪人です、 と ある。 

そこに ある もの は、 泥酔の 騒々 しさば かりで、 まつ 

たく、 M . C は、 おらぬ。 

だが、 子供が 凡人で も、 カン ベンして やってくれ、 

と は、 切ない。 凡人で ない 子供が、 彼 は どんなに 欲し 



かった ろうか。 凡人で も、 わが 子が、 哀れな の だ。 そ 

れで、 ぃゝ ではない か。 太宰 は、 そういう、 あたり ま 

えの 人間 だ。 彼の 小説 は、 彼が まッ とうな 人間、 小さ 

な 善良な 健全な 整った 人間で ある こと を 承知して、 読 

まねば ならない ものである。 

然し、 子供 をた、 V 憐れんでくれ、 と は 言わずに、 特 

に 凡人 だから、 と 言って いると ころに、 太宰の 一生 を 

つらぬく 切な さの 鍵 もあった ろう。 つまり、 彼 は、 非 

凡に 憑かれた 類の 少ぃ 見栄坊で もあった。 その 見栄坊 

自体、 通俗で 常識的な ものであるが、 志賀直 哉に 対す 

る 「如是我聞」 の グチの 中で も、 この こと はバ クロし 



ている。 

宮様が、 身に つまされて 愛読した、 それだけ でい ゝ 

ではない か、 と 太宰は 志賀直 哉に くッ てかゝ つてい る 

ので あるが、 日頃の M . C のす ぐれた 技術 を 忘れる と、 

彼 は 通俗 そのもの である。 それでい、 の だ。 通俗で、 

常識的でなくて、 どうして 小説が 書け よう ぞ。 太宰が 

終生、 ついに、 この 一事に 気づかず、 妙な カツ サイに 

合わせて フッ カヨ ィの 自虐 作用 を やって いたのが、 そ 

の 大成 を は y ん だので ある。 

くりかえして 言う。 通俗、 常識 そのもので なければ、 

すぐれた 文学 は 書け る 害がない の だ。 太宰は 通俗、 常 



け、 大人の 方が、 バ 力な テマが か、 つてい る だけ じ や 

*」 ヽ ゝ o 

る レカ 

芥川 も、 太宰 も、 不良少年の 自殺であった。 

不良少年の 中で も、 特別、 弱虫、 泣き虫 小僧で あつ 

たので ある。 腕力 じ や、 勝てない。 理窟で も、 勝てな 

い。 そこで、 何 か、 ひきあい を 出して、 その 権威に よつ 

て、 自己主張 をす る。 芥川 も、 太宰 も、 キリスト を ひ 

きあいに 出した。 弱虫の 泣き虫 小僧の 不良少年の 手で 

ある。 

ドスト エフ スキ —となると、 不良少年 でも、 ガキ大 

将 の腕ッ 節が あった。 奴ぐ らいの 腕ッ 節になる と、 キ 



レイ はキ ライ だよ。 死んでも、 生きて るなん て、 そん 

なュ— レイ はキ ライ だよ。 

生きる こと だけが、 大事で ある、 という こと。 たつ 

たこれ だけの ことが、 わかって いない。 本当 は、 分る 

とか、 分らん という 問題 じ やない。 生きる か、 死ぬ か、 

二つし か、 ぁリ やせぬ。 おまけに、 死ぬ 方 は、 たゾな 

くなる だけで、 何もない だけの ことじ やない か。 生き 

てみ せ、 やりぬいて みせ、 戦いぬ いてみ なければ なら 

ぬ。 いつでも、 死ねる。 そんな、 つまらん こと を やる 

な。 いつでも 出来る ことなん か、 やる もんじ やない よ。 

死ぬ 時 は、 た y 無に 帰す るの みで あると いう、 この 



ッ ツマ シィ 人間の まことの 義務に 忠実で なければ なら 

ぬ。 私 は、 これ を、 人間の 義務と みるので ある。 生き 

ている だけが、 人間で、 あと は、 た、 V 白骨、 否、 無で 

ある。 そして、 ただ、 生きる ことのみ を 知る ことによ つ 

て、 正義、 真実が、 生れる。 生と 死 を 論ずる 宗教 だの 

哲学な どに、 正義 も、 真理 もぁリ はせ ぬ。 あれ は、 ォ 

モ チヤ だ。 

然し、 生きて いると、 疲れる ね。 かく 言う 私 も、 時 

に、 無に 帰そうと 思う 時が、 あるです よ。 戦いぬ く、 

言う は 易く、 疲れる ね。 然し、 度胸 は、 きめてい る。 

是が非でも、 生きる 時間 を、 生きぬ くよ。 そして、 戦 
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